
政府共通プラットフォームの概要（政府情報システムのクラウド化）  

 「デジタル新時代に向けた新たな戦略～三か年緊急プラン～」（平成21年4月9日 IT戦略本部）の“霞が
関クラウド”構想を具体化した、｢政府共通プラットフォーム｣を整備。現在各府省が別々に整備・運用して
いる情報システムを、可能なものから順次これに統合・集約化し、情報システム全体の運用コストの削減、
セキュリティの強化を図る。 

【現状（イメージ）】 
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※縦割り組織の中で、各部局や課室で情報システムを独自に構築 【クラウド化（イメージ）】 ※特殊なシステムを除き、ハードやソフトウェア、施設・設備
等を政府情報システム全体で共有（仮想化技術の活用） 
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